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〒602-8580 京都市上京区今出川通烏丸東入  Email：kotekiri20@gmail.com 

プログラム詳細 

12：45～  会場開室  総合司会 加藤 弓枝（鶴見大学教授） 
 

13：00～  開会の辞  山田 和人（センター長・同志社大学教授） 
 

13：10～   第 1部  基調講演 本当に必要なのかと言わせない古典 

仲島 ひとみ（国際基督教大学高等学校教諭） 

高校生自身が古典学習の必要性を議論したシンポジウ 

ム「高校に古典は本当に必要なのか」を運営し、書籍出

版にも関わった仲島氏に、古典嫌いの生徒を減らすため

にこれまで取り組まれてきたことや、今後の古典教育へ

の考えなどをお話しいただきます。 

【経歴】 

東京大学大学院修士課程修了。ロンドン大学に

て MA 取得。著書に『高校に古典は本当に必要

なのか』（文学通信、2021 年）、『それゆけ！ 論

理さん』（筑摩書房、2018 年）、『詳説古典文法』

（筑摩書房、2012 年）などがある。 

 

14：00～   第 2部  和本への扉 教材作成に活用できる古典籍データベースの使い方 

三宅 宏幸（愛知県立大学准教授） 

和本と呼ばれる日本の古い書物は、インターネット上での画像公開が進み、利用しやすくなった一方 

で、具体的にどのサイトからどのように利用できるのか、ご不明な点もあると思います。古典籍の利用

を身近に感じて貰えるよう、その一方法を紹介します。 

 

14：30～   第 3部  こてとも意見交換会「古典をトモダチにするには？」 

「見ぬ世の人を友とするぞこよなう慰むわざなる」とは兼好法師の言葉ですが、生徒が古典をトモダ 

チにするには、どのような工夫が必要なのでしょうか。様々な実践を試みてきた中学・高校・高専の

教員と、古典教材作成プロジェクトに参加する大学生が意見交換します。 

発 表 有田 祐輔（大阪府立茨木高等学校教諭）楽しむ古典        

        岩崎 彩香（青森県立中里高等学校教諭）五感で学ぶ古典     

        江口 啓子（豊田工業高等専門学校講師）オタク語りの古典   

   谷口 悠・上久保 咲穂・三田村 幸菜（同志社大学ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ科目履修生） 

学生が作るくずし字教材の制作と実践 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ 仲島 ひとみ（国際基督教大学高等学校教諭） 

司 会 加藤 直志（名古屋大学教育学部附属中学・高等学校教諭）             

 

運営 加藤 弓枝・三宅 宏幸 

同志社大学古典教材開発研究センターのご紹介                          センター長 山田 和人 

 本研究センターは、古典に備わっている豊かな教材性を追求し、全国の古典文学・国語学・国語科教育の専門家や書誌学・文

献学の専門家とも協力することで、子どもたちの古典への興味関心を喚起できるくずし字や古典籍を用いた新しい古典教材の開

発と実践を目的として活動しています。 

 今後、新しい古典教材に関する検討や開発を進め、公開授業の実施や研究集会、シンポジウムなどでの議論で得られた知見を

活かし、教育現場でも活用できる古典教材を開発することによって、言語文化分野の教育・研究の発展に寄与

したいと考えています。 

 古典教材の故郷である京都の地に本研究センターを開設することの意義は大きく、今日に至るまで蓄積され

てきた伝統文化・言語文化の遺産を継承し、国語教育や古典教育の新たな可能性を切り拓くための研究拠点と

しての役割を果たしていきたいと思います。 

参 加 費   無料   募集人数  100 名（先着順） 

申込方法  2021 年 9 月 10 日(金)までに下記のWEBサイト(右ＱＲコード)へアクセスのうえ、 

参加申込フォームからお申し込みください。 

URL ◉ https://kotekiri20.wixsite.com/cdemcjl/events-2 


